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論    文    の    要    旨 




 本論文は、4 つの章からなる。第 1 章では、本博士論文研究の背景となるバルク金属酸化物、数十 nm
程度の金属酸化物ナノ粒子、多核金属錯体の特徴、物性、機能について述べられている。第 2 章では、













原子間力顕微鏡測定から、Fh 粒子が 2.3±0.5 nmのサイズをもち、外径 3 nm の有機ケージ分子が Fh
粒子を包接した構造をもつことを明らかにしている。推定された Fh@Lcage の電子状態について、さらに磁
気測定、極低温メスバウアースペクトル測定、および電子スペクトル測定によって検討している。その結果、
Fh@Lcageが超常磁性を示し、約 6 K でスピン反転が凍結することを明らかにした。ブロッキング温度、およ












審    査    の    要    旨 
〔批評〕 












  平成 28年 2月 13日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
